
お
正
月
の
賑
わ
い
も
落

ち
着
い
た
１
月
中
旬
、
若
宮

大
路
の
鎌
倉
彫
資
料
館
を
訪

ね
、
後
藤
運
久
作
龍
神
立
像

を
拝
観
し
ま
し
た
。

後
藤
家
は
鎌
倉
時
代
の
大

仏
師
「
運
慶
」
を
祖
と
し
て

代
々
受
け
継
が
れ
、
現
代
の

鎌
倉
彫
博
古
堂
に
い
た
っ
て

い
ま
す
。
興
味
深
い
お
話
を

後
藤
尚
子
さ
ん
か
ら
伺
い
ま

し
た
。

龍
神
像
は
尚
子
さ
ん
の

曽
祖
父
に
あ
た
る
第
27
代

後
藤
運
久
（
１
８
６
８

～
１
９
４
７
）
の
作
で

１
９
０
４
年
（
明
治
37
）
の

ア
メ
リ
カ
、
セ
ン
ト
ル
イ
ス

博
覧
会
に
出
展
、
欧
米
人

を
驚
嘆
さ
せ
た
と
い
い
ま

す
。
や
が
て
時
を
経
て
イ

ギ
リ
ス
在
留
邦
人
の
古
美

術
商
が
所
持
、
貴
重
な
像

で
あ
る
こ
と
を
知
り
日
本

の
鎌
倉
博
古
堂
の
元
に
里

帰
り
さ
れ
ま
し
た
。

近
代
を
思
わ
せ
る
シ
ャ
ー

プ
な
印

象
。
左
手

に
鋭
い
刃

先
を
も
つ

鉾
を
執
ら

れ
、
右
手

に
は
龍
を

握
り
、
波

濤
を
感
ず

る
岩
座

に
、
足
指

が
反
り
返

り
立
つ
雄
姿
は
力
強
さ
に
溢

れ
て
い
ま
す
。

龍
神
は
日
本
人
に
と
っ
て

身
近
な
水
を
司
る
神
で
す
。

農
耕
と
結
び
つ
い
て
雨
乞
い

祈
願
の
対
象
と
な
り
、
ま
た

鎌
倉
彫 

博
古
堂
　
龍
神
立
像

題
字
は
建
長
寺
派
管
長
　
吉
田
　
正
道

（139)

文
　
　
永
井
宗
直

写
真
　
原
田
　
寛

と
っ
て
厳
し
い
時
代
で
し
た
。

１
８
６
８
年
（
明
治
元
年
）、

神
仏
分
離
令
に
伴
う
廃
仏
毀

釈
に
よ
り
鎌
倉
仏
師
の
造
仏

の
需
要
が
激
減
、
多
く
の
仏

師
は
廃
業
。
そ
の
窮
地
に
運

久
は
そ
の
逆
境
を
打
ち
返
す

か
の
よ
う
な
気
概
を
込
め
た

の
で
は
な
い
か
。
こ
の
龍
神

像
を
世
界
に
送
り
出
し
た
力

に
変
え
た
の
で
は
な
い
か
と

推
測
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

龍
神
さ
ま
は
今
も
鎌
倉
の
海

の
方
向
を
向
い
て
人
々
の
安

全
を
祈
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

桜
材
一
木
造
・
彫
眼
・

漆
塗
。
像
高
57
・
４
㎝
。

１
９
０
４
年
制
作
。

漁
業
者
に
は
海
神
と
し
て
航

海
の
安
全
と
豊
漁
を
祈
願
す

る
た
め
に
全
国
に
祀
ら
れ
て

い
ま
す
。

こ
の
勢
い
あ
る
像
が
作
成

さ
れ
た
明
治
時
代
は
仏
師
に

ト
イ
レ
ト
レ
ー
ラ
ー

１
月
１
日
に
発
生
し
た
能

登
半
島
地
震
の
医
療
支
援
で
、

鎌
倉
の
さ
か
い
内
科
・
胃
腸

科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
・
酒
井

太
郎
医
師
（
54
）
が
１
月
14

日
か
ら
17
日
ま
で
の
４
日
間
、

石
川
県
輪
島
市
で
最
大
の
避

難
所
「
輪
島
中
学
校
」
で
活

動
し
た
。
鎌
倉
に
戻
っ
た
18

日
、
酒
井
医
師
が
鎌
倉
朝
日

の
取
材
に
応
じ
た
。

高
岡
駅
か
ら
レ
ン
タ
カ
ー

で
雪
の
降
る
中
、
輪
島
へ
向

か
っ
た
が
、
通
常
３
、４
時
間

の
道
の
り
を
迂
回
路
な
ど
を

走
り
７
時
間
近
く
か
か
っ
て

輪
島
中
学
校
に
到
着
。
鞄
に

は
、
現
地
か
ら
依
頼
さ
れ
た

コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

の
検
査
キ
ッ
ト
１
０
０
セ
ッ

ト
、
そ
の
他
の
医
薬
品
を
詰

め
込
ん
で
い
た
。
避
難
所
で

は
、
コ
ロ
ナ
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
、
胃
腸
炎
の
患
者
を
隔

離
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

が
、
こ
れ
ま
で
酒
井
医
師
が

支
援
を
行
っ
て
き
た
東
日
本

大
震
災
や
熊
本
地
震
の
時
と

ち
が
っ
て
い
た
と
い
う
。

高
齢
者
が
目
立
っ
た
。
み

ん
な
、
段
ボ
ー
ル
の
上
に
毛

布
を
敷
い
て
寝
て
い
た
。
電

気
は
き
て
い
て
、
石
油
フ
ァ

ン
ヒ
ー
タ
ー
や
電
気
ス
ト
ー

ブ
で
暖
を
と
っ
て
い
る
が
、

窓
が
割
れ
て
い
る
の
を
ブ
ル

ー
シ
ー
ト
で
覆
っ
て
い
た
り

し
て
い
る
の
で
寒
い
。
段
ボ

ー
ル
ベ
ッ
ド
な
ど
も
届
い
て

い
た
が
、
組
み
立
て
る
人
手

が
足
り
ず
十
分
に
は
利
用
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
。

配
給
さ
れ
る
食
事
は
ラ
ッ

プ
に
く
る
ま
っ
た
一
握
り
の

白
飯
と
味
噌
汁
の
み
。
自
衛

隊
風
呂
に
は
長
蛇
の
列
。
衣

料
品
な
ど
の
物
資
も
不
足
し

て
い
て
、
パ
ン
ツ
さ
え
事
欠

い
て
い
た
。
情
報
が
入
ら
ず
、

被
災
者
は
医
療
費
免
除
と
な

っ
て
い
る
が
、
薬
局
に
行
っ

て
お
金
が
払
え
な
く
て
手
ぶ

ら
で
帰
っ
て
き
た
人
も
。

余
震
は
ま
だ
続
い
て
い
た
。

自
治
体
で
は
第
二
次
避
難
を

勧
め
て
い
る
が
、
住
民
に
と

っ
て
遠
方
に
避
難
す
る
の
は

な
か
な
か
難
し
い
よ
う
だ
。

環
境
整
備
や
健
康
巡
回
な

ど
が
必
要
。
支
援
物
資
を
分

配
す
る
人
も
い
な
い
の
で
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
受
け
入
れ

も
必
要
だ
と
思
っ
た
。

酒
井
医
師
は
諸
々
を
語
り

「
で
き
る
こ

と
を
し
て

い
く
こ
と
。

あ
き
ら
め

な
い
こ
と

が
大
切
」

と
願
っ
て

い
た
。

能
登
半
島
地
震
の
現
地
に

お
け
る
救
出
救
助
活
動
等
を

行
う
目
的
で
、
１
月
９
日
か

ら
派
遣
し
て
い
る
緊
急
消
防

援
助
隊
神
奈
川
県
大
隊
と
し

て
鎌
倉
か
ら
派
遣
さ
れ
た
第

１
次
か
ら
３
次
の
各
隊
長
の

活
動
報
告
が
１
月
22
日
鎌
倉

市
役
所
で
行
わ
れ
た
。

鎌
倉
か
ら
の
派
遣
は
、
各

回
活
動
隊
５
人
と
、
支
援
隊

２
人
の
部
隊
。
輪
島
市
の
南

東
に
あ
る
柳
田
植
物
公
園
を

本
拠
地
に
輪
島
へ
20
人
乗
り

の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
１
時
間

半
、
そ
こ
か
ら
歩
い
て
１
時

間
の
土
砂
災
害
の
現
場
で
行

方
不
明
者
の
探
索
活
動
を
行

っ
た
。
道
路
は
陥
没
し
、
２

階
が
つ
ぶ
れ
て
い
る
家
が
あ

り
、
木
造
の
家
は
ほ
と
ん
ど

焼
失
し
て
鉄
筋
の
建
物
の
み

が
残
っ
て
い
た
。
降
雪
の
影

響
で
作
業
途
中
で
引
き
上
げ

る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

「
思
っ
て
い
た
よ
り
道
路

状
況
が
悪
く
、
な
か
な
か
走

行
が
で
き
な
か
っ
た
の
で
悪

路
に
強
い
車
両
の
必
要
性
を

感
じ
た
」「
飲
料
水
は
も
ち

ろ
ん
、
手
洗
い
の
水
な
ど
水

が
な
い
と
は
じ
ま
ら
な
い
と

実
感
し
た
」。（
１
次
派
遣
消

火
小
隊
長
・
森
勇
樹
さ
ん
）

神
奈
川
県
か
ら
は
１
月
９
日

の
１
次
隊
か
ら
21
日
の
５
次
隊

ト
イ
レ
や
シ
ャ
ワ
ー

設
備
を
派
遣

鎌
倉
市

土
砂
災
害
現
場
で

救
出
救
助
活
動

鎌
倉
消
防
隊

ま
で
３
７
１
部
隊
、
１
３
０
５

人
が
派
遣
さ
れ
て
い
る
。

能
登
半
島
地
震
の
被
災
地

に
鎌
倉
市
は
、
水
洗
・
洋
式

ト
イ
レ
室
が
４
部
屋
あ
り
貯

水
タ
ン
ク
を
装
備
し
た
ト
イ

レ
ト
レ
ー
ラ
ー
（
９
日
珠

洲
市
）、
水
を
再
生
し
て
循

環
利
用
し
な
が
ら
シ
ャ
ワ
ー

が
使
え
る
水
循
環
シ
ス
テ
ム

（
Ｗ
Ｏ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｏ
Ｘ
）
及
び

屋
外
シ
ャ
ワ
ー
キ
ッ
ト
２
台

（
17
日
輪
島
市
）
の
派
遣
の

ほ
か
、
簡
易
ト
イ
レ
や
ト
イ

レ
用
テ
ン
ト
な
ど
の
支
援
物

資
の
提
供
（
10
日
輪
島
市
）

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

学
校
の
休
み
時
間

や
放
課
後
、
皆
さ
ん

は
ど
の
よ
う
に
過
ご

し
て
い
た
で
し
ょ
う

か
▼
児
童
数
が
増

え
て
い
る
地
域
の
学
校
で

は
、
人
数
が
多
過
ぎ
る
こ
と

か
ら
校
庭
を
使
用
で
き
る
学

年
が
曜
日
に
よ
っ
て
決
ま
っ

て
い
て
、
外
で
遊
び
た
く
て

も
禁
じ
ら
れ
て
い
る
状
況
だ

そ
う
で
す
▼
同
様
に
図
書
室

も
人
数
制
限
の
た
め
曜
日
に

よ
っ
て
使
用
で
き
る
学
年

が
決
ま
っ
て
い
る
そ
う
で
す

▼
そ
し
て
放
課
後
、
公
園
で
遊

ぼ
う
と
し
て
も
「
〇
○
禁
止
」

な
ど
の
看
板
が
あ
り
、
場
所

が
限
ら
れ
て
い
ま
す
▼
昔
と

比
較
し
て
子
ど
も
の
数
は

減
っ
て
い
る
の
に
も
関
わ
ら

ず
、「
場
所
が
な
い
」
と
い
う

こ
と
が
少
し
腑
に
落
ち
な
い

で
す
が
、
鎌
倉
で
も
校
庭
が

広
く
は
な
い
学
校
が
多
い
な

か
、
ど
の
よ
う
な
工
夫
が
施

さ
れ
て
い
る
の
か
を
知
っ
て

共
有
し
た
い
気
分
で
す
。（
Ｎ
）

　
▼
節
分
祭
　
３
日
11
時
長

谷
寺
。
正
午
頃
建
長
寺
。
13

時
鶴
岡
八
幡
宮
。
13
時
半
・

15
時
遊
行
寺
。14
時
龍
口
寺
。

15
時
亀
岡
八
幡
宮
。
15
時
鎌

倉
宮
。
10
時
森
戸
神
社
（
豆

ま
き
な
し
）。

　
▼
針
供
養
　
８
日
10
時

半
、
荏
柄
天
神
社
。

　
▼
紀
元
祭
　
11
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。建
国
を
祝
う
。

　
▼
大
国
祷
会
成
満
祭
　
11

日
10
時
水
行
、12
時
大
法
要
、

長
勝
寺
。

　
▼
初
午
祭
　
12
日
正
午
、

佐
助
稲
荷
。
14
時
、
鶴
岡
八

幡
宮
境
内
の
丸
山
稲
荷
。
農

耕
開
始
に
あ
た
り
豊
作
を
祈

願
す
る
。

　
▼
涅
槃
会
　
15
日
10
時
建

長
寺
。
10
時
写
経
、
13
時
法

話
、
14
時
法
要
、
光
明
寺
。

13
時
法
要
、
龍
口
寺
。
釈
迦

入
滅
の
法
会
。

　
▼
祈
年
祭
　
17
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
豊
作
祈
願
。

　
▼
天
長
祭
　
23
日
10
時
、

鶴
岡
八
幡
宮
。
天
皇
の
誕
生

を
祝
い
、
聖
寿
の
長
久
と
国

民
の
平
安
を
祈
念
。

２月

輪
島
市
の
避
難
所
で
医
療
支
援

被
災
地
の
現
状
を
酒
井
医
師
に
聞
く
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